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2車哲九 1998: 140-145 
3朝鮮人強制移住 ：朝鮮人第一波の移住は、 1937年8月 21日付政府・党中央委員会決定＜極東地方境地帯の朝鮮人住民
の移住について＞によって行われた。これによって約 7万8000人が移住させられ、ウズベキスタンとカザフスタンへ移
住させるよう命令した。第二波は、 1937年 9月 28日付政府－党中央委員会決定＜極東地方境地帯の朝鮮人住民の移住に
ついて＞によって行われた。残りの朝鮮人を放置して置くことは政治的に危険だとの内務人民委員部の判断に従い、極
東地方のすべての朝鮮人を移住させることが決められたのである。1937年 10月25日、北方にいた約 700人（11月初頭
までに移送）を除き、極東地方からの朝鮮人の追放は完了した。全部で 17万 1781人が移送された。 『世界民族問題事



































































めている。 2001年 1月 1日の「中華人民共和国国家通用語言文字法」6が実施になると同時に、全








































中華人民共和国中央人民政府 htp://www.gov.cn/flfg/2006・06/30/content_323302.htm 2015年 1月 13日確認
IO中華人民共和国国家民族事務委員会 http://www.seac.gov.cn/art/2004/6/29/art _ l 42_101122.html 2015年 1月 13日確認
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『中国の少数民族政策及び実践』 12は 2000年 10月 31日に第九期全国人民代表大会常務委員会第
18次会議で可決され、 2001年 1月 1日からは『中華人民共和国国家通用語言文字法』の制定が確

















l中華人民共和国国家民族事務委員会 http:/www.seac.gov.cn/art/2004/6/29/art _ l 42_ l 00586.html 2015年 1月 13日確認
12中華人民共和国国家民族事務委員会 http:/www.seac.gov.cn/art/1999/9/1/art 2265 61073.html 2015年 1月 12日確認
13中華人民共和国国家民族事務委員会 h即：／www.seac.gov.cn/arν2011/1/13/art4038 106609.html 2015年 1月 13日確認







た。 1994年 9月から 2000年 7月までは干洪区の小学校、 2000年 9月から 2003年 7月までは子洪





























































































標準は、 1982年に頒布した大綱に 1987年、 1992年、 2002年の三回の修正を加えた上で 2002年6





審美情趣を育て、社会主義思想、品質と愛国主義精神を育てる。 j と記述した。 (2）目標とする識














今回の調査では、 B先生の協力で、漢語課程標準を手に入れた。 B先生によると、 10年前は教師用
教科書の最後のページに中国人民共和国教育部が制定した 「漢語課程標準」という指導要領が付
録として入っており、 「試行」と書かれていた。最近使っている中国人民共和国教育部が制定し
た 「漢語課程標準」は下に 「試行」ではなく、 「義務教育」と書かれており、付録ではなく独立
した冊子で、教育部から配布される。以下の写真は旧版と新版である。



















































































































































弘主只 1800字左右／掌握 1300I弘訳 2000字左右／掌握 1500
主主主 ｜主主主





i寺文 60篇（段）。 ｜・ 能借助工具有独立閲
努力弄成課タ卜阿i実的ヨ｜ 渓深タ卜i実物，深タト｜淘i柔忌
慣，井与同学交流深タ卜i実物｜ 量不少子並互主L






















現代漢語常用字 も人if、2800字左右／掌握 2500 弘明 3000字左右／掌握 2500
字左右 字左右





































































































































































義務教育朝鮮族学校 7年級の漢語教科書は「阿i妻、 R斤説、口i吾交阪、 ;J作、涌i柔不只累、双i吾知
訳、庄用学耳、寺題」八つの知識部分に分かれている。大きくは 6単元があって、各単元この八
つの学習内容が配置している。 「阿法Jつまりリーディング部分は上、下巻あわせて全部で 22編
であり、上巻は、講読課が 11編、自読課が 6編、選学課が 5編；下巻は、講読課が 10編、自読


















編であり、上加は、講読課が 10編、自読課が 7編、選学課が 5編；下珊は、講読課が 10編、自





全部 9単元があって、各単元に 「l淘i妻、口i吾交応、羽作、 i両i柔不只累、双i吾知i人寺題」この六
つの知識部分に分かれている。 「阿i妻Jつまり課文本文部分は上、全部 27編があって、講読課が




































































































































































































































































































































































































；審陽市朝鮮族を対象に 85枚のアンケートを配布、 79枚を回収した。対象者の年齢の内訳は 10
～19歳が 30枚、 20～29歳が 32枚、 30～39歳が 7枚、 40～49歳が 8枚、 50～59歳が 2枚であ
る。性別の内訳は女性 48枚、男性が 31枚、地域別の内訳は子洪区 9枚、東陵区 20枚、皇姑区 8
枚、；審河区 6枚、鉄西区6枚、蘇家屯区 9枚、和平区 21枚である。以下はアンケート回答者であ
る。
名前 性別 年齢 地域
PJ 女性 26歳 子洪区
KAL 女性 27歳 子洪区
ZYZ 男性 27歳 子洪区
CY] 男性 32歳 子洪区
MXL 女性 27歳 子洪区
DCJ 女性 26歳 干洪区
JYY 女性 41歳 子洪区
31 
JAL 女性 52歳 子洪区
czx 男性 56歳 子洪区
JXF 男性 27歳 和平区
JQF 男性 45歳 和平区
JQJ 男性 38歳 和平区
XYX 女性 46歳 和平区
ZJY 女性 27歳 和平区
巴YS 女性 46歳 和平区
LDW 男性 15歳 和平区
仁CR 男性 15歳 和平区
]]A 女性 14歳 和平区
zzx 女性 15歳 和平区
HXY 女性 14歳 和平区
ZHL 男性 14歳 和平区
CRfy! 女性 14歳 和平区
IPZY 男性 14歳 和平区
CRH 女性 14歳 和平区
町MZ 男性 14歳 和平区
庁MH 女性 14歳 和平区
国MH 女性 14歳 和平区
ZRM 女性 14歳 和平区
師YJ 女性 14歳 和平区
LXY 男性 14歳 和平区
JYY 女性 27歳 東陵区
!PYX 男性 28歳 東陵区
ZXH 女性 28歳 東陵区
sx 女性 45歳 東陵区
ZYZ 女性 25歳 東陵区
IBJ 男性 27歳 東陵区
32 
JLZ 男性 37歳 東陵区
JMS 女性 43歳 東陵区
lZL 男性 43歳 東綾区
回L 女性 28歳 東陵区
JY 男性 14歳 東陵区
JES 女性 14歳 東陵区
i出 男性 14歳 東陵区
同s 女性 14歳 東陵区
lHZ 女性 14歳 東陵区
M'GL 男性 14歳 東陵区
lYJ 男性 15歳 東陵区
JZY 女性 14歳 東陵区
ZSY 男性 15歳 東陵区
HLL 女性 14歳 東陵区
LWX 男性 25歳 皇姑区
PXM 女性 26歳 皇姑区
JGJ 男性 30歳 皇姑区
GTH 女性 26歳 皇姑区
YQR 男性 24歳 皇姑区
JZY 男性 27歳 皇姑区
PBN 女性 40歳 皇姑区
JHZ 女性 22歳 皇姑区
JYD 男性 26歳 j審河区
JXY 男性 27歳 j審河区
日YQ 男性 25歳 j審河区
JFA 女性 29歳 ；審河区
[D 女性 24歳 議河区
JBL 男性 30歳 ；審；可区
阿JY 男性 26歳 鉄西区
33 
PXH 女性 29歳 鉄西区
JHL 女性 25歳 鉄西区
町XY 女性 27歳 鉄西区
仁XH 女性 29歳 鉄西区
LSY 男性 14歳 鉄西区
[YL 女性 30歳 蘇家屯区
ZLQ 女性 27歳 蘇家屯区
区JL 女性 28歳 蘇家屯区
LYX 女性 26歳 蘇家屯区
陥ZY 女性 39歳 蘇家屯区
CSL 女性 14歳 蘇家屯区
JRM 女性 14歳 蘇家屯区
JL 女性 14歳 蘇家屯区




















皇姑区 一 16 180 
大東区 1101 199 
鉄西区 114 
。 50 
時99 62. 5 
1098 40 
屯区 782 143. 5 
府民市 13318 170 
遼中県 1460 150 
平県 12175 135 






暮らしている。渚陽市在住朝鮮族の人口は 9万 4,600人、 2000年前後朝鮮族が集中しているとこ
ろは、和平区、東陵区、 蘇家屯区、 干洪の四つの区である。その朝鮮族の人口は 65259人で、
藩陽市朝鮮族の 68.98%を占めている。国家統計局第 6次全国人口普遍調査（2010）によれば、；審陽
市在住朝鮮族の人口は 9万 2114人、 j審陽市内の大規模な人口移動のため、現在藩陽市において
朝鮮族が一万名以上集中しているところは、和平、皇姑、 蘇家屯、 子洪の四つの区である。鉄
















































活。 J「交流方便j 「主要双i吾吉筒意販，能移清噺表主主自己的現点。j 「一小単河明十友音筒羊
或者明問、能迅速表法就使用嚇十。」 「宏、仏方便；忘仏悦J「有些i司i吾不会」 「有些双活用朝鮮i吾翻
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と答え、 41.8%を占めている。その次に 79人の中 27人が朝鮮語だけで会話していると答え、
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答えた人の割合が最も高い清河区で 83.3%、その次が子洪区 55.6%、鉄西区 33.3%、東陵区
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表 8の漢語の文章能力に関しては、蘇家屯区は 77.8%、皇姑区は 62.5%、和平区は 61.9%が漢語
で文章を書く時問題ないと回答している。以下、鉄西区と藩河区は 50%、東陵区は 35%、子洪区
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＂＇年 JI ・有｛~JI主）J ろ不12;.J
まず、難しさを感じている数字と少し難しいと答えた人の数字を一緒にみると、最も高い地域

































漢語は漢族に及ばないと感じたと回答した。皇姑区は 75%、東陵区は 70%、鉄西区は 66.7%、和
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・;i鮮政学校 φi革主主学校
ここでは、自分の子供に対する教育観を調べた。その結果、漢族学校に進ませたいと答えた人

















人！」 「双族学校克争太大， 井且不能去失軒i吾。 J「1.現在大部分社会耳境悦的都是双i吾，如果
該子此小就上双族学校，那祥的活長大以后只会決i吾，但是此小上朝鮮族学校，而且家里姶該子学
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目指f利 心不利
有利だと答えた人の割合が最も高いのは沈河区で 83.3首（6人中 5人）を占めた。その理由を見る

































什仏区別。都挺耕生慣葬，朝鮮族女該的家努凡俗耳慣己径漸漸没了。 (25歳） J 「耳慣不同想法
不同淘通費効（29歳）」 「不能性朝鮮族血肱断了后不是。 (30歳）」 「朝鮮族是文明、勤芳、
干浄的民族。 (46歳） J 「生活耳慣相同，相赴絞和情。 (38歳） J 「凡俗耳慣一祥（45歳） J 
［生活ヨ俗相似（41歳）」 「生活耳慣一梓，容易交流。 ( 38歳） J 「利子淘通，生活耳慣一祥。






歳） J 「民族大融合（46歳） J 「朝鮮族有朝鮮族的悦点，双族有双族的伏点。覚得朝鮮族差不多
都被双化了。 ( 27歳） J 「現在的年経人的民族意思没那仏強，鮮族双族元所南，喜攻就好。不泣
家里人可能会反対技双族。 ( 27歳） J 「心意相通，感情到位，伏食没有向題就行。 ( 27歳） J 
48 





















照） 。朝鮮語のみと答えた人の割合は、年代が下がるにつれて低くなる。 10代、 20代は、義務
教育における漢語教育の方針が大きく変わった 2000年以降22に教育を受けているためこのよう
な結果になったと思われる。漢語のみを使うと答えた人の割合が 30代、 40代より高いのも同じ













































0% 20% 40% 60% 80% 
翻朝鮮言語 務朝鮮紛が多い 灘漠諦 謀総がtい
100% 
全体的な傾向では、朝鮮語が多いと答えた人が最も多く 41.8%を占め、朝鮮語だけと答えた人




しれない。朝鮮語のみと答えた人の割合は、 20代が 40.6%で一番高い。表 lの日常生活全般の場
合よりも高くなる。この年代の親世代とのコミュニケーションが関係しているのかもしれない。












の次に 20代が 18.75%、30代が 14.3%、40代は一人もいなかった。この答えから第二章で述べた
漢語教育の変化と関係があると思われる。今の 10代が受けている学校教育では、漢語の重要性を
強調し、授業中でも漢語で教えていることが多い。朝鮮語を使って交流すると答えた人の割合が
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。% 20% 40% 60弘 80% 100% 120% 
・淡諮 綴朝鮮語
53 
全体的な傾向は、朝鮮語と答えた人が 59.5%、漢語と答えた人が 40.5%である（p.41表 6右図参
照） 。10代以外の全ての年代が同様な傾向を示した。漢語と答えた割合が 60%で最も高い。反対
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。% 20% 40税｝ 60% 80CJ,色 100切
・1吃カ 綴不l吃）J
全体の傾向は難しいと答えた人が 46.8%、難しくないと答えた人が 53.2%である（p.42表 8右
図参照）。表 7の朝鮮語の場合よりも、難しいと思う人の割合が増える。漢語の文章能力に関し
ては、 30代の人が一番自信を持っていた。 86.7%の人が漢語で文章を書く時難しさを感じていな





学校の授業の得意不得意との関連性をみてみよう。表 6で 10代は 60%の人が漢語による授業の
方が分かりやすいと答えている。表8の 10代の答えを見ると、やはり 60%の人が漢語で文書を書
く時難しくないと答えた。 40代も同じ傾向で、表 6と表 8の割合が一致している。 20代と 30代
は答えに若干差が出ている。表 6において、 20代では、漢語による授業の方が分かりやすいと答
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・務応 欝:;r；落）Gi・
全体の傾向は、及ばないと答えた人が 7害ljを占める（p.43表 9右図参照）。表 9のように、 30
代と 40代は全員朝鮮族学校で学んだ漢語の知識が漢族学校に及ばないと感じていた。 20代もほと



















全体の傾向は、難しさを感じると答えた人が 65.8%、少し感じるが 21.5%、感じるが 12.7%だっ
た。10代、 20代は概ねこのような傾向を示す（p.43表 10右図参照） 。漢族との交流で、 30代は
23第二章p.13参照
56 
全員うまく交流できると答え、その次が 20代、 10代、 40代の順になっている。 20代は 75出（32











。% 20% 40弘 60% 80% 
・影響あり 線影響なし
100% 
全体の傾向では、ないと答えた人が 57%で、少し多い（p.44表 11右図参照）。 40代では半々、
20代ではあると答えた人の方が少し多い。表 10と一緒にみると、上で漢族との交流で全員難しさ
を感じていないと答えた 30代の割合が一番低かった。 30代の 14.3%の人、つまり漢語で話す時
朝鮮語の影響があると答えた人は一人しかいなかった。二番目に多い年齢層は 10代で 33.3%占め
た。その次が 40代 50%、20代 53%である。朝鮮語の影響を受けていると答えた人の割合が最も
高いのは、 20代だった。
この質問を漢語の文章力（p.55表 8）と比較してみた。 10代は、 60%の人が漢語文章力に自身
を持っていると答え、表 11では 66.7%の人が朝鮮語の影響はないと答えた。 20代は 47%の人が
漢語文章力に自信を持ち、表 llでは 47%の人が影響ないと答えた。 30代は 86.7%の人が漢語文
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.商法絶 縁投法r:
全体の傾向では、足りないと思う人が 6割強を占める（p.44表 12右図参照）。表 10で全員う
まく交流できると答えた 30代が意外にも自分の漢語能力は足りないと答えた人の割合が高く、
57. 1怖を占めた（7人中 4人）。 40代は全員が足りないと答えた。 10代は半分の人が自分の漢語能
力は足りないと答え、 20代は 75%のひとが漢語能力がたりないと考えている。交流の得意不得意


















えている（p.45表 13右図参照） 。漢族学校に進ませたいと答えた人の割合が最も高かったのは 30






学， J「迩是双i吾重要J「双i吾重要J「双i吾比朝鮮活雑学 J 「能移更好地融入社会」 「朝鮮i吾
可以在家自己教，方了以后友展就農奴族学校比絞有利，朝鮮活只是輔助作用J「我小人弘方呪在
双族学校上学有助子長期友展。」 「学ヨ的志西能比朝鮮族学校多一些。 J 「朝鮮族学校不好」
「朝鮮族忌的来悦双活水平比較差，希望就農双族学校多学点知i只。 J





20代： 「感覚肱骨子里更加多オ多z;, 市E不用航小被克争所圧迫。」 「侍承科族文化J「我不
想我）し子以后被叫成双族人！J 「朝鮮族，希望使用母i吾学ヨ丙「li吾吉。」 「希望下一代也会朝鮮




i吾言。 2.我1']本身是朝鮮族，就庇i亥会使用母i吾。 J「注重文明礼帯。」 「是的，方了民族的延接
性。 J













・ょく 知っている 縦少し 滋知ら ない
全体的な傾向では 9割弱の人が良く知っていると答えている（p.46表 14右図参照）。知らない人
は 10代の一人しかいなかった。年齢別に見るとよく知っている結果は意外だった。よく知ってい
ると答えた人の中、 10代が一番多くて 90%も占めた。その次に 20代 87.5%、30代 85.7%、最後









。% 20% 40% 60% 80% 100% 
・有利 誘不利
全体的な傾向では 6割強の人が有利だと答えている（p.47表 15右図参照）。有利だと答えた人の
割合が最も高いのは 10代の人で、 80%(30人中 24人）を占めた。その次に 30代 57.1出（7人の中









一方不利だと答えている人の割合が最も高いのは 50%の 40代である。その次に 20代

























16右図参照）。特に決めてないと答えた人の割合は 20代が最も高かった。その次が 10代、 30代、
40代になっている。朝鮮族と答えた人の割合は、 40代が 87.5%で最も高い、その次に 30代





30代： 「不能辻朝鮮族血肱断了后不是。 J「生活耳慣相同，相赴校和消。 」 「更有共同
i吾吉J
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